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4月 理学部会合日誌

日 (金)主任会議 (3:00～ 5:00)

日 (月 )理学系研究科委員会 (2:00～ 5:00)

日 (水)人事委員会 (10:30～ 11:40)

日 (水)教授会 (2:00～ 6:30)

日 (木)会計委員会 (12:30～ 1:30)

日 (火)主任会議 (1:00～ 2:00)

日 (水)会計委員会 (12:15～ 1:30)

教務委員会 (1:30～ 4:00)

6.人事委員会報告

委員長今井教授から,3月 29日 ,4月 12日 の委

員会の内容, とくに理学部定員の現状および新委員長

に江上教授が選ばれた旨,報告があった。

7.幹事会報告

8.大学改革について

改革室上村助教授と,改革委員会の朽津教授からの

報告をもとに質疑が行なわれた。

9.図書行政商議員報告

藤田教授から, 図書館の改革 について報告 があっ

た 。

10.その他

1)原子力研究総合センターについて,植村教授より

説明があった。

2)教育用計算センターについて。島内教授から,デ
ータセンターを改組,拡充し上記センターを設け,

来年一月以前に業務開始の予定である旨,報告され

た。

3)植物園パーティーは,5月 22日 (月 )3時～5

時開催の予定。雨天の場合は 29日 に延期。

理学系研究科専門課程主任 (47.4.1)

薇 李薄
理学部長・事務長会議

教 授 会 メ モ

4月 19日 (水)定例教授会

於 4号館物理会議室

1.前回議事承認

2.人事異動等報告

3.研究生入学ならびに期間延長について

各教室主任から報告があり,全般的にみて,いわゆ

るオーバー ドクターが多いことが注意された。

4.昭和 47年度受託研究員ならびに私学研修員の受入

報告

5.学内情勢について

1)下郡山教授から,植物学科所属の学生がスキー山

岳部で登山中,遭難した件について報告があった。

2)学部長代理から教養学部ストライキと木郷進学の

見通 しについて,説明があった。つづいて新 3年の

学年暦について議論された。
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教官人事異動 除 退・体聯

名  所属   異動内容

丈 夫 動物  教授に昇任

哲 郎 地質  教授に昇任

清 高 地質  助教授に昇任

久 弥  化学  助手に採用

勅  地物  助手に転任

外国人研究員

ことができないという事情があって,不徹底なものとな

っておりますが,主として理学部へ 進学する学生の場

合,どのような改定がされたか紹介しましょう。

教養学部における措置

A. 自然科学の科目

1.数 学

改定前

1学期     2学期   3学期
理I 催善ラ換*糧紹幅習【/が*纏郷

Ц必傷

理Ⅱ,Ⅲ膿習:/歩蚕瑾紹膿習子/が長瑾紹
Ц選択)

であったものを理 I,Ⅱ ,Ⅲの区別な く次のように改め

る。

改定後

1演61 催旅}膿魯1 鍵旅

'1種
択)

但し, 1, 2学 期の授業と演習を合わせたものの科目

名を「数学」とし, 4単位を与える。演習はほぼゼ ミナ

ール扱いとし各 1単位を与える。 3学期分の科目名は

「解析学 I」 および「解析学Ⅱ」とし, それぞれ 1単位

を与える。

2.物理学

改定前

Al(必修)

Bl(必修)

発今年 月日

47. 4. 1

47.4.1

47. 4. 1

47. 4. 1

47. 4. 1

理学博士学位授与者

昭和 47年 4月 10日 授与者

臨時カリキュラムについて

御承知の通 り,本学では昭和 45年度入学学生より,

「臨時カリキュラム」と呼ばれる新しい カリキュラムが

実施されております。

このカリキュラムは,昭和 45年 2月 1日 評議会決

定の「昭和 45年入学学生カリキュラム改定要綱」に従

っており,1.一般教育と専門教育の関連を深める,2.

全学一般教育ゼ ミナールを開設するというのが要点 で

す。 1.は一部の一般教育科目 (い わゆる教養科目)を
3～ 4年に上げると共に,一部の専門科日 (ま たは専門

的科日)を 1～ 2年に下げる,いわゆるくさび型のカリ

キ ュラムを意味します。

理科系については,振分けがすむ前に専門科目を置く

{鍛み2料砒徳侵験み2料*檄靱
{実験み2***{舷修}{実験み2***{触修}

をA,Bの区別をなくし次のように改める。

改定後

1(必修)2(必修) 1+1(這璧尺)

実験 1.5(必修)ま たは実験 1.5(必修)

但し, 1学期と2学期の授業を合わせたものを「物理

学」とし, 4単位を与える。これと2学期または 3学期

に行なわれる実験の 1単位を合わせて 1科日とする。 3

学期に開設される選択科目は「量子力学」および「現代

物理学」とし, 各 1単位を与える。 前者は理 Iの学生

を,後者は理Ⅱの学生を主な対象とする。

3.  化  学

改定前

1秘② 侵験み2料*檄徳 撲験み2料*檄徳
毎週 2時間 (実 質は 1時 間半)の 授業単位。以下

省略。

隔週 1コ マ

隔週 2コ マ

ウ クライナ
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Some properties of synaptosomal
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を次のように改める。

改定後

1(必 1多)2(必修) 1(選択)

実験 1.5(必修)または実験 1.5(必修)

但し,1学期と2学期の授業を合わせたものを「化学」

とし, 4単位を与える。これと2学期または 3学期に行

なわれる実験 1単位を合わせて 1科 目とする。 3学期の

選択科日は「有機化学」とし1単位を与える。

4.地 学

槙習l.5瞳郷 1鰹掏

但し,講義 4単位 と実習 1単位を合わせて 1科 日とす

る。

5.生物学

理I 槙験夕(還損)1鰹掏

理Ⅱ,Ⅲ
{実験ろ檄 炒  1(必

修) 1(必 修)

但し,理科 I類の学生に対するものも理科Ⅱ,Ⅲ類の

学生に対するものも,講義は全部まとめて4単位とし,

理Ⅱ,Ⅲ の学生に限 り実験 1単位とを組合わせて 1科 日

とする。理科 I類の学生も実験 1単位を選択することが

できる。

6.図 学

1(選択) 1(選 択)

実習 2(選択)

但し,講義 4単位と,実習 1単饉を合わせたものを 1

科目とする。

以上 3科 目については変更しない。理学部に進学する

ためには,「数学」,「物理学」,「化学」の他,上の3科

目のうち 1科 目を履習しておかなければならない。

7.こ の他に,第 3学期に一般教育科目の選択科目と

して,「線型系理論」,「材料科学」,「生物科学 I」 およ

び「生物科学Ⅱ」を開設する。これらは毎週 1コ マの授

業で,各 1単位を与える。

8.3学期に開設される選択科目,「解析学 I」 ,「解

析学Ⅱ」,「量子力学」,「現代物理学」,「有機化学」,「線

型系理論」,「材料科学」,「生物科学 I」 および「生物科

学Ⅱ」は,本郷各学部により,専門教育科日の単位に認

定されることがある。(こ れらの科目の内容については,

昭和 45年 12月 15日 発行の教養学部報を参照 の こ

と。理学部では各学科の規貝1が許すかぎり,全科目を専

門科目として認定する3)

B. 自然科学以外の科目

1.社会科学

改定前は, 1～ 2学期および2～ 3学期の通年講義で

あったがそのうち2～ 3学期にわたる通年講義をとりや

めるとともに, 3～ 4学期にわたる通年講義を1コ マ
,

理科各類の共通講義としておく。

この結果, 1～ 2学期には,「法学」,「政治学」,「経

済学」,「統計学」,「社会学」,「社会思想史」,「国際関係

論」 (い ずれも週 1コ マ, 4単位)が, 最大限 3科 目ま

でとれる形で, 3～ 4学期には,「法学」,「経済学」,

「統計学」が 1科 目だけとれる形で開設される。

2.人文科学

改定前は, 1, 2, 3の 各学期週 2コ マの学期別完了

講義が行なわれていたが, これらを改め, 原則 として

1～ 2学期の通年講義とするとともに, 3～ 4学期にわ

たる通年講義を1コ マ,理科各類の共通講義としておく。

この結果, 1～ 2学期には,「哲学概説」,「論理学」,

「倫理学」,「教育蜘 ,「国史」,「東洋史」,「西洋史」,「人

文地理学」,「人類学」,「国文学」,「国語」,「漢文」 (い

ずれも週 1コ マ, 4単位)が,最大限 2科 目までとれる

形で, 3～ 4学期には,「哲学概説」,「論理学」,「倫理

学」,「教育学」,「国史」,「東洋史」,「西洋史」,「人文地

理学」,「人類学」,「国語」,「漢文」が 1科 目だけとれる

形で開設される。また, 1, 2, 3学期に「心理学」(週

2コ マ, 4単位)が, 2～ 3学期に「西洋文学史」*(週

1コ マ, 4単位)力 開`設される。

なお,こ の他に1～ 4学期にわたって「外国文学」(週

1コ マ, 4単位)が必修として課される。 (実質的には,

これは第 2外国語の補いである。)

3.人文科学および社会科学の履修について,専門学

部に進学するための要件を人文科学,社会科学共 3科 目

12単位以上であったものを, 2科 目 8単位以上に改め

る。

以上は理科系の学生に対する改定ですが,文科系学生

に対しては,一般教育科目社会科学および人文科学につ

いては理科系学生とほぼ同じ措置をとり, 自然科学につ

いては第 3学期の週4コ マの講義のうち, 2コ マをとり

やめました。その代 りに,第 3学期に,法学部,経済学

部がそれぞれ週 5コ マ,10単位,文学部が週4コ マ, 8

単位,教育学部が週2コ マ, 4単位の専門教育科目の講

義を開設しました。

参考のため,第 3学期に開設された一般教育科目自然

科学の履修者数と開設コマ数を以下に示します。なお,

在籍者数は, 理科 I類,Ⅱ類,Ⅲ 類がそれぞれ 1090,

510お よび 90名です。

*昭和 47年度から「外国文学史」 と改められ, 3～

4学期にうつされる。
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本郷各学部における措置

理科系各学部の学生に対 し,一般教育科目の共通科目

として,社会科学週 1コ マ,人文科学週 1コ マの通年講

義を置 く。これらは, 3年, 4年のいずれでも聴講する

ことができる。とされ,昭和 47年度第 5・ 6学期につ

いては次の科目が開設されることとなりました。

理学部の進学学生のための時間帯は, 土曜日 8:30～

10:00と 10:30～ 12:00で ,こ の時間帯には理学部の必

修の専門教育課日は置かないことになっております。し

かし,選択科目または自由科目を並置することは認めら

れました。また,学生は必ずしも学部の指定する時間帯

の科目をとる必要はなく,週 4コ マ開設されるどの科目

をとってもよいことになっております。

昭和 47年度 第 5・ 6学期に開設される

一般教育科目

理学部進学学生を対象とするものは次の通 りです。

人文科学

土曜日 8:30～ 10:00 薬,第一講義室

「文化人類判  (正式の科目名は「人類学 H」)担当 :

中根千枝 (東洋文化研究所)

徹 会組織の比較研究)社会人類学の方法論による社

会構造の分析方法の解説を主眼とする講義で,具体的デ

ータに基いて,異なる社会の諸集団の構造的特色を比較

考察する。 (世話学部 薬学部)

土曜日 10:30～ 12:00 農 3号館 237号室

「現代アジアの政治と思想」 (正式の科目名は「歴史学

(一山 )担当: 上原淳道 (教養学部歴史学)(世話教

官),板垣雄三 (教養学部歴史学),石 田保昭 (教養学部

歴史学),丸山松幸 (教養学部漢文学),鳥海 靖 (教養

学部歴史学)

アラブ,イ ンド,中国,朝鮮,日 本の場合について,

5人の教官がそれぞれの問題関心や方法論にもとずき,

現代政治の動向と,それと密接にかかわる思想とを追求

する。 (世話学部 農学部)

社会科学

土曜日 8:30～10:00 理学部化学新館講堂

「経済学」担当: 玉野井芳郎 (教養学部), 内田忠夫

(教養学部),嘉治元郎 (教養学部)

マクロ経済理論によって経済全体の動きの解明を試

み,それと同時に現実の経済動向を理論に即して取 り上

げ,経済問題への関心を高めるようにする。

つぎに ミクロ経済理論を教えて,全体の中での個々の

経済主体の行動原則,それ ら経済主体が集まって形成す

る経済現象の性質を明らかにする。

第 3に こうした経済理論を基礎にした経済政策の間

題,ま た既成の理論では本格的に取り組めないが トピッ

クとしては経済学と重要なかかわ りあいをもつと思われ

る事柄を取 り上げて議論の資料とする。 (世話学部 理

学部)

土曜日 10:30～ 12:00 法文 1号館 25番教室

「法学」担当: 松尾浩也 (教養学部), 長尾龍一 (教

養学部),筒井若水 (教養学部),原 田尚彦 (教養学部)

法学の授業はつぎの4つ の課題について行なう。まず

第 1は法全体を概観することを目的とし,法 とは何か,

法の歴史,法 と法学との関係が主要なテーマとしてとり

あげられる。

第 2部は,主に刑事法を扱うこととし,犯罪と刑罰,

刑事手続と人権,裁判論ならびに家族に関する法が論 じ

られる。

第 3部は,公害に関する法制の概観にあてられ,公害

の民法による救済,行政上の予防と救済,環境保全法の

概要が説かれる。

第 4部は,国際法を対象とし,戦争と法,国際連合,

海洋法が主なテーマとされる。

なお,授業は, 4人 の教官がそれぞれ,専門の立場か

ら分担する予定である。 (世話学部 法学部)

他に必ずしも理学部進学学生を対象としないものとし

て次の授業があります。
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人文科学

月曜日 3:00～ 4:30 教育 359教室

「人間論」 (正式の科目名は「哲学 (一般)」)担当: 原

佑 (教養学部)

E.Heinemann:  Neue wege der Philosophie,

Ceist′Leben/Existenz.を 基礎にし,時代背景, 他分野

にも考慮をはらい,私見を加えつつ,カ ント以後の ドイ

ツ哲学を中心として,その人間観を展開してみたいと思

う。 (世話学部 教育学部)

社会科学

月曜日 3:00～ 4:30 経済別館第一教室

「統計学」担当: 村上泰亮 (教養学部),中村隆英 (教

養学部)

統計学は,前半を村上,後半を中村が担当する。聴講

者の学習環境にかんがみ,前半においては,統計学の基

礎概念を中心に,後半においては,その経済学への応用

を中心に講義がなされる。

前半では統計の基本用語,確率の考え方などをまず要

約し, さらに主たる確率分布についての概念を確実に掴

ませる。さらにそれをふまえて,政治学などの方法に役

立つと思われる因子分析法,判別函数などにふれ,確率

に関しては,主観確率と意志決定,マルコフ過程,ゲー

ムの理論などの初歩に及ぶ。

後半では経済統計の解説,最小二乗法,時系列分析か

ら計量経済学の考え方の基礎に及ぶ。 (世話学部 経済

学部)

水曜日 3:00～ 4:30 法文 2号館 3番大教室

「社会思想史」担当: 城塚 登 (教養学部)

20世紀に登場してきた代表的な社会思想 について考

察を加え,今日のわれわれが築くべき社会思想を追求す

る。

1.「修正主義」とレーニン

2.ルカーチとハンガリー革命

3.毛沢東と中国革命

4.フ ァシズムと大衆民主主義

5. フロムとマルクーゼ

6.サル トルとフランス知識人

第 1年度は,以上の項目のうち 2・ 3の ものを講義す

る予定である。 (世話学部 文学部)

自然科学

水曜日 3:00～ 4:30 ェ 2号館大講堂

「自然科学論」 (正式の科目名は「自然科学 (一般)Ⅱ」)

夏学期「自然科学の方法」

1,実験と理論 (5回)担当: 野上茂吉郎 (教養学

部)(陛話係),今井 功 (理学部)

科学史の中からいくつかの具体例をとって,実験と理

論との複雑で微妙な絡み合いの様相について説明する。

〔例〕CavendiSh Groupか ら Millikanに わたる電子・

電荷の精密測定,中性子の発見における Bethe,」 oliOt‐

Curie,Chadwickの 寄与,MёSSbauer効 果,その他。

2.「理論における方法」 (4回)担当: 杉本大一郎

(教養学部), 藤田純一 (東京教育大学), 江沢 洋 (学

習院大学)

自然科学における理論の構築における種々の方法,た

とえば,「近似」,「モデル」,「現象論」その他の役害」な

どについて,具体例にもとづいて説明する。

3.自然科学にもとづ く自然認識 (5回)担当: 柿

内賢信 (物性研究所),大森荘蔵 (教養学部)

方法との関連において, 自然科学での自然の認識の立

場について,い くつかの具体的な場合,た とえば,相対

性理論,原子物理学,宇宙物理学での諸問題などについ

て検討する。

4.シ ンポジウム (1回 )

冬学期「ヒトと自然」

1.生体の恒常性はいかに維持されているか (5回 )

担当: 水野伝一 (薬学部), 木下武二 (教養学部), 原

襄 (教養学部)

生体が外界の変化の中で,いかにその恒常性を保つべ

く巧妙に仕組まれているかについて,一定の生命の秩序

を維持している生体調節の仕組のあり方,外界の変化か

ら独立して生活し得るための自己防衛機構はどのような

ものかを考えながら,一定の秩序はどのような場合にく

ずされるかをたずねる。

2.生命の発現を支配する遺伝はいか にあ るか (5

回)担 当: 飯野徹男 (理学部),井上英二 (医学部),

伊藤正男 (医学部),磯 晃二郎 (教養学部)(世話係)

生体の形質発現を基本的に規制限定 している遺伝とは

いかなる仕組によって維持発現されているのか。その歴

史的発展としての生物の進化とは何か。現在進化の頂点

にある人間を含めた高等動物の高次神経系の中心にある

脳とはいかなる存在か。それはいかなる遺伝支配の下に

あるかをもたずねてみたい。

3.生命と環境の相互作用はいかなる意味 を もつ か

(5回)担 当: F]司正三 (理学部),八巻敏雄 (教養学

部),三浦悌二 (医学部),原  襄 (教養学部)

生命の進化発展における環境との相互作用は生命の本

質といかなる関わ りをもっているか。人間にとって環境
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きけるように工夫する。このような教育の場で,各分野

の専門家が入れ代 りそれぞれ自分の立場からの話をする

ことを数年間にわたって積み上げることができれば, 1

つの総合研究としての意義も生まれてくるであろう, と

いっております。 (小松彦三郎)

昭 和 48年 度

東京大学大学院理学系研究科修士課程学生募集要項

1・  出 願 資 格                    以上の学力があると認めた者

(1)大学を卒業 した者および昭和 48年 3月卒業見   2. 選 抜 方 法

込の者                       (1)入 学者の選抜は,筆記試験, 口述試験, 出身学

(2)昭和 28年文部省告示第 5号をもって文部大臣    校の成績および健康診断による。

はいかなる意味をもっているか。人間生存における環境

の現代的意味を生物学的立場から問いかけ てみ たい。

(世話学部 工学部)

特に,「 自然科学論」については, 講義と討論の 内容

は全学の文学系 。理学系の3, 4年学生や大学院学生も

の指定した者

(3)外国の大学を卒業 した者

(41 学校教育法施行規則第 70条第 3号の規定によ

り,本学大学院において,大学を卒業した者と同等

(2)外国人学生は, 本学大学院外国人学生の入学に

関する規程による。

3. 専門課程別試験科目および収容予定人員

専 門課程 名 第  1 次  試 験 (筆記) 収 容 予 定 人 員

一 般 教 育 科 日 1外 専 門 科 目

物  理  学1物季平亀撃秀ラもあ

動  物  学 1筆惚雪eT省箔
化字・物理 英・独・仏・露の

うち2カ 国語植  物  学1筆秀ぢtサ亀
生

学 |~~~~
相 関 理 化 学

|

Ⅱ・物理学・
のうち 2科 目
Ⅱ 。物理学・ 化学・
。地学のうち 1科 目

※ 地質学専門課程志願者のうち,学部において地質学・鉱物学 。地理学を専攻した者は,一般教育科目の「地

学」を選択することはできない。

備 考
1)数学専門課程志願者に対する「数学 I」 の出題範囲は, 一般教育科日としての数学のほかに, 位相空間

物  理  学

天  文  学 1数学Ⅱ・物理学 天  文  学

地 球 物 理 学 1数学Ⅱ・物理学 地 球 物 理 学

学1協撃〒亀撃な'ぅ 管〒轟菖 学 1約 41名

生 物 化 学 1楊季みら笹号者昌
化学 。生

生 物 化

学 1約 5名

学 1約
14名

相 関 理 化 学

ln*t a a

類 学 1生 物 学

質 学1楊季平,
学1勢す轟占
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論・線型代数・関数論・積分論 。常微分方程式などの基礎的な部分を含む。
2)「数学Ⅱ」は,数学専門課程志願者以外に対する一般教育科目である。
3)試験の成績によっては,収容予定人員に達 しない場合でも入学を許可しないことがある。
4)各専門課程の指導教官並びに専攻分野については,理学部事務部に一覧を備えてあるから,志望専門課程

明記のうえ請求すること。

4. 試験期日および場所

(1)試験は, 第 1次試験および第 2次試験に分ち,

次の日程により行なう。

´ ― ― ― ― ― ― ― ― ― _____―
― ― ― ― ― ― ― ― ― _____―

― ― __―
― ― _ヽ ______ 試 験 期 日

第 1次試験
(一般教育科日,外国語)

9月 18日 (月 )

(2)健康診断は,9月 19日 (火)に行なう。

(3)試験の時間割および場所は, おって志願者に通

知する。

5。 合格者の発表

(1)第 1次試験合格者 および第 2次試験合格者 (入

学許可内定者)は,次の期日に掲示する。

第 2次試験
(専門科目の筆記および口述試験)

10月 3日 (火 )

(2)入学許可は,昭和 48年 3月 末,郵送により本

人に通知する。

6. 出 願 期 間

昭和 47年 8月 21日 (月 )か ら 9月 2日 (土)ま
で。

郵送の場合は, 9月 2日 (土)付けの消印のあるも

のまで受付ける。

7. 出 願 手 続

(1)願書受付

ア 場所 東京大学大学院理学系研究科事務部

(東京都文京区本郷 7丁目3番 1号 )

郵便番号 113 電話 03-812-2111

(東大代表)内線 7493

イ 時間 平 日 午前 10時から午後 3時まで

土曜日 午前 10時から正午まで

(2)提 出書類等

ア 入学願書 (本研究所定の用紙に所要事項を記入

したもの)

イ 出身学校の指導教官またはこれに代わるものの

推薦書 (様式随意)

ウ 調査書 (本研究科所定の用紙に出身学校におい

て所要事項を記入 したもの

工 写真 2葉 (3カ 月以内撮影の正面上半劇脱帽の

写真を所定欄に貼付けること)

ォ 官公庁,会社等に在職の者は,その長または代

表者の受験承諾書 (様式随意)

力 返信用封筒 (出願者本人の宛名を記入 し,90円

切手を貼ること)

(3)木学を卒業 した者および卒業見込みの者は, 推

薦書および調査書を提出する必要はない。

(41 外国人は, なお, このほかに次の書類を提出す

ること。

ア 指導教官もしくはこれに準ずる者による日本語

の学力を表わす成績証明書

ただし, 日本の大学を卒業 した者についてはこ

れを免ずる。

イ 在留資格票 (本研究科所定の用紙に必要事項を

記入したもの)

日本国政府の発行する外国人登録済証明書

検定料 5,000円

郵便為替の場合は, 60日 以内発行のもので, 指

定受取人は東京大学大学院理学系研究科事務部とす

ること。

(6)出願する際は, 前記の書類に検定料を添え, 出

身校を経て提出すること。

ただし,事情によっては直接提出してもよい。

8。 注 意 事 項

(1)郵送により出願する際は, 書留郵便とし, 封筒

に「大学院理学系研究科入学願書」と朱書す る こ

と。

(2)提 出期日までに所要の書類が完備しない願書は

受理 しない。また,出願手続完了後は, どのような

事情があっても,書類の変更および検定料の払戻し

セましない。

(3)受験票は,出願手続完了後直接本人に郵送する。

9月 13日 (水)ま でに到着 しない場合は,必ず本

研究科事務部 (7の (1)ア )に連絡 し,受験に必要

な指示を受けること。

(4)官公庁に在職の者は, 入学試験に合格しても,

第 2次試験
(専門科日の筆記および口述試験)

9月 22日
～29日

ウ

リヽ

第 1次試験
(一般教育科目,外国語)

9月 22日 (金 )



退職するか,ま たは,体職にならなければ,入学す

ることはできない。

(5)事情によっては, 出願手続, 試験期日等につい

9月 25日 (月 )

*物 理 学

天 文 学 9月 22日 (金) 9月 22日 (金 )

地球物理学

*生 物 化 学

*動 物 学 9月 22日 (金 ) 9月 23 日 (二L)

*植 物 学 9月 25日 (月 )

て,変更することもある。

らためて通知する。

変更があった場合は,あ

昭和 47年 4月

日召  和  48  生F  度

大学院修士課程入学試験第 2次試験 (専門科目)

試験期日および試験内容一覧

専 門 科 目 の 試 験 内 容

受験者は,十数題の問題から定められたルールにより各自

特冠資条響ξ辱え象印霧寡鋒露讐夕會場窟らnk像績場継矢'

る。
筆記試験合格者に対 し,1人 40分程度の面接試験を行な う。

１
す
６
サ
　
サ
そ

約
課
約
は
　
７

，

褪
靴
拙
啄
　
・ス
Ю
Ｗ
竹
知

餞
ｏ筆”
コ一　
一勝
齢
銘
一

中　の７サブコリ，それ以『珈̈

・・５』
哩
ヴ
　
ヴα

二り，靡
， 囀

詢睡山岬　̈
・あたり申“幹

ヽ
員
験
距
獄
　
Ｂ
彙
の
２
獅

容
述
な
口
　
用
に
ス
を
調

収
目
的

ｏ　
又
導

一
学
時

て，財難
』
鞭味
ブロ翻跛

誨罐制靡　［雌昴」帆

験
目
分
を
　
ノ
教
た

火

水

日

日

月

哺酬鑑
姫
　檄
酬
砺

，Ａ
な
。

目
専
学
ち

ｏ課
物
導
た

一
と

科
に
理
う
う
門

，指
ま
コ
こ

峨
，これ̈
，その」］嚇̈
ある。。サブ』

一九識讀
鋭物け貌
薇舗鯵

によっ
筆記試 |

野か ら:

解答さ

1ゝ-A6
官はB
る。サ
には1青

]ン ては

記試験
から基

しては

，
収容人
枷
い

る
。 口述
　
”
一
一
は

考芳融訟跨塞縫おを高亀把碕惣署雷逸製婆』るなりF必
要と

学
19月

%日 0 9月 28日 (木 )
専門的研究を行なうにあたり必要な化学全般の基礎知識な

らびに思考能力を筆記および口述によって試験する。

生物化学の研究に必要な物理化学,化学,生物学等の基礎

窪戻否亀西系魯誓零閣鼈な質葱F生
物化学とその関連分野の

を,灯言暑β菫量藝優糠藷肛詈

'讐

量曇昇菫籍藝133曇

'

細胞・組織学,発生学,系統分類学等より約 9間 を出題 し,

任意に6間を選択解答する。
なお,日 述試験も上記の基準の判定に加えられる。

2謹話麓崎|まを秀琴考
,3亀馨予欝馨?急智Pからそれぞれ

深卜雰轟ふ惚琶亀'さ勢雪Fつ
いては'天文学に比較的関係の

筆記試験は,個体・集団,細胞,物質を中心とした各レベ
ルごとに 3題が出題され,そ のうち各レベルごとに指定され
た各 1題 と,残 り6題 中から任意の3題を選択,合わせて6
題を解答する。

自然人類学の諸分野に関する問題につき,筆記ならびに口
述試験を行なう。詳細は別紙「説明書」を4照のこと。

東京大学大学院理学系研究科

9月 22日 (金 )

9月 22日 (金 )

9月 25日 (月 ) 9月 20日 (火 )
*人 類 学
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試 験 期 日
専門課程

記
|

地 質 学 9月 25日 9月 26日 (火 )

鉱 物 学 9月 25 日 (月 ) 9月 25日 (月 )

地 理 学

*オロ関理化学 9月 25 日 (月 )

9月 (水 )

(木 )

し覚護Fキ皐XttF露れ設綿、製露署彙アし貢雰なきを出寒讐琴

::鉾 i言

`l哲

12絡望今i:駅
『彗鶴櫂身

『
]斃異蒙

言
Tご彗う

と
と場単象

ど)を明記しておくこと。

専 門 科 目 の 試 験 内 容

地質学,鉱物学

地質学に関する外国語
論文を読み (辞書使用
可), その大要 をまと
める。

主に卒業論文等に関係
した研究内容

1.筆記試験 郷仏
媛
ａ

，学
学
き

同

学
物
物
で

数
生
鉱
も

学,化学 ,

お,地質学 ,

験すること

左外国語論
文訳読

3.口述試験 盤冨言馨信蓄裏モた製
酷理兌魯笏 議な替。

に習方易冒程膝1[加喬坐肥寿事を得点総計を重視する。

日

日

２７

２８

そ属弯努季柔た企あ機受露暮i裟機蓄fttζ獅臭龍秀お年1

定を目的とした小論文の作成を課す。

言凸肇,1%弱⑮患鶴趾看[鑢LiZ〕片言

客霞]慇覧櫓韓曇詈量韮[言霞ID謳暑ツ5「:i鸞套互勇。
のみ選ぶこともできる。

*科 学 史・
科学基礎論

9月 25日 (月 ) 9月 26日 (火 )

(注)*印の専門課程では,指導教官専攻分野一覧とは別に,専門課程の内容を詳述した入学志願者に対する「説

明書」を用意 してあるので,希望者は返信用封筒同封のうえ,理学系研究科事務部に請求すること。

お 知 ら せ

Oオース トラリアクィーンズラン ト大学

1973年度研究員募集について

期 間:1973年度 (原則として 1年間)

分 野 :人文科学 。社会科学・ 自然科学

資 格:博士取得者・ 1972年 9月 までに博士取得者

締切日:47年 8月 1日 まで

その他,詳細は理学部大学院掛まで照会のこと。

01972～ 73年度グルハウジー大学アイザク・ ウオル

トンキラム記念奨学金留学生募集について

分野 :自然科学,人文科学,社会科学

課程 :修士 。博士

給費 :給費額 4,200(ヵ ナグ・ ドル)

その他,詳細は理学部大学院掛まで照会のこと。

広報編集を終るにあたつて

世の中に “糊と鋏による編集"と いうコトバ が あ る

が,理学部広報で私のやったことは,ま さにこれ以外の

9月 29日 (金)
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何者でもない。大変有能な前任者に引きかえ大変怠け者

の私は,ま とまった本文はおろか編集後記さえも二回し

か書いていない。 しかし,最後になってとうとう後任の

塩田さんから “何か書け"とつかまってしまった。いま

まで,多 くの方々に無理に原稿をお願いして書いていた

だいた手前, 自分の番になって “ハイ左様なら"と 逃げ

るわけにもゆかず,こ の2年間のことなどを振返ってみ

ることにする。

理学部広報の創刊は昭和 44年 1月 15日 であり,

例のラグビー場での 7学部集会の直後に出ている。もっ

とも,当時は広報ではなく弘報という字が使 って あ っ

た。あの紛争の最中にあって,理学部内の情報伝達や情

況報告に弘報がはたした役割は大きかった。その後の一

年の経過は, 初代編集長の福島 さんが V01.2,No.2

(昭.45.2.15)に書いておられる。そして,その号が

私の代になって初めて編集 したものでもあった 。この頃

になると学内も落ち着きを取り戻 し,広報の中にも何か

肩のこらないものを入れたくなり, “理学部 ところどこ

ろ"と いう項を新らしくつくった。最初はまず身近のこ

とで, 物理教室で発見されたペルリの天絆をとりあげ

た。
″
ところどころ"は, 理学部の歴史の中で書きとめ

ておいた方がよいと思われる資料,あるいは理学部に関

係のある施設などを紹介するという趣旨ではじめた。福

島さんからだったと思うが,「変なことを書くと, ある

日ホトホトとドアーがノックされる。出て見ると名誉教

授の方が立っておられ, “アノ記事ハ間違ッテオル"と

お叱りを受けますよ」と大分脅かされたが,幸にしてそ

んなこともなかった。事務長の吉野さんには,伊能忠敬

の測量器から明治時代の教授の俸給から馬にいたるま

で,実に多くの資料を出していただき感謝 している。ま

だまだス トックがあるらしいので,こ れから何が出て来

るか楽しみである。

編集で何がつらかったかといえば,久保前学部長に誤

字を指摘されるのには参った。小学校の書取の成績のこ

とが題をかすめたりさえした。つぎは,あ まり大きな声

ではいえないが,教授会に精勤しなければならないこと

である。もっとも,悪いことばかりではない。糊と鋏の

妙技をご存 じない方 か々ら「さぞ大変でしょう」と同情

され,「それはモー」 とひたすら他の雑用に対 しての予

防注射とすることに抜 りはなかったつもりである。

いまから振 り返ってみると,肩のこらない読物を入れ

た以外は何もしておらず,冷汗が出る気がする。といっ

ても,い ろいろと試みたことはあって,い までもや りた

いことは,学生や職員の人の率直な意見をのせることで

ある。大学院自治会や職員組合に当っても見たのだが,

理学部官報として受けとられ (実際にそういう性格はあ

る),反響はなかった。 しかし, これは今後も考えるべ

きことではないかと思う。理学部広報,理職ニュース,

自治会ニュースが廊下でただスレ違っているだけでは能

がないというものである。もう一つは,理学部のメンバ

ー全員の顔写真をのせることである。紛争中はいろいろ

な教室や他学部の方々とのおつき合いも広 くなったが,

まただんだんお名前と顔の一致が悪くなって来た。一寸

面倒かもしれないが,年度末の教授会でとる写真を使う

とか,各教室別や職種別にやるとかいろいろ手があると

思うし,事務的にやればあまり手数はかからないのでは

ないか。

まだまだいくらでも書けるような気がするが, きりが

ないので,最後に広報の分布状況を表にして終 らせ た

い。皆さん,御協力本当に有難うございました。

(物理 和田昭允)

庶

医

学

Jヒ

東

東

東

名

京

大

広

九

20部
10部

1部

2部
2部
2部
2部
2部
5部
2部
2部
2部

編 集 後 記

本号から,理学部広報の編集を命 じられました。生来

筆不精でまた種々の情報にも疎い私に広報委員が無事つ

とまるかどうから配です。ここにあらためて理学部に関

係する全ての方々の御指導と御協力をお願い致 します。

とくに,前任者和田先生のときに引続きまして,御意見

や記事を積極的にお寄せ下さるようお願い致 します。

塩 田 徹 治

理学部一号館 315号室

電話 内線 2866

(ま たは 3108数学秘書室)
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理学部広報の配布先
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